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）

•
議
案
２
件
を
原
案
可
決
、
請
願
１
件
を
採
択
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改
正
内
容
は
、
育
児

休
業
の
取
得
回
数
を
現
行
の

原
則
１
回
か
ら
原
則
２
回
ま

で
に
、
子
の
出
生
後
８
週
間

以
内
の
場
合
の
取
得
回
数
を

現
行
の
１
回
ま
で
を
２
回
ま

で
に
、
育
児
休
業
の
取
得
回

数
制
限
を
緩
和
す
る
も
の
。

　
　
　
今
ま
で
条
例
で
定
め

て
い
た
と
思
う
が
、
今
回
の

条
例
改
正
は
法
律
の
改
正
に

よ
り
、
条
例
を
改
正
し
た
と

い
う
こ
と
か
。
届
出
は
い
つ

ま
で
に
行
う
の
か
。
ま
た
、

男
性
の
育
児
休
業
は
い
つ
ま

で
取
れ
る
の
か
。

　
　
　

旧
条
例
に
は
、
特
別

な
事
情
を
条
例
に
定
め
、
２

回
と
定
め
て
い
た
が
、
法
律

の
改
正
に
よ
り
２
回
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

申
請
に
つ
い
て
は
、
従
来 

取
得
す
る
１
か
月
前
に
申
請

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
子
が
生
ま
れ
て
８
週
間

以
内
の
場
合
は
、
２
週
間
前

ま
で
に
申
請
す
れ
ば
い
い
よ

う
に
な
っ
た
。

　

男
性
の
取
得
期
間
に
つ
い

て
は
、
子
が
出
生
し
て
、
８

週
間
以
内
で
育
児
休
業
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
改
正

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、男
性
の
取
得
者
は
、

今
年
度
初
め
て
１
か
月
取
得

し
た
事
例
が
あ
る
。

　
　
　
育
児
休
業
期
間
中
は
、

給
料
は
で
る
の
か
。

　
　
　

育
児
期
間
中
は
無
給

と
な
る
が
、
共
済
組
合
か
ら

約
７
割
の
育
児
休
業
手
当
が

支
給
さ
れ
る
。

　
　
　
女
性
の
産
休
は
、
産

前
７
週
、
産
後
８
週
か
。

　
　
　

産
前
８
週
、産
後
８
週
。

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　

歳
入
関
係
で
主
な
も

の
は
、
地
方
債
の
変
更
で
、

当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
た

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全

事
業
の
財
源
を
、
過
疎
対
策

事
債
か
ら
合
併
特
例
債
に
変

更
し
、
合
計
30
億
７
６
０
万

円
か
ら
１
４
０
万
円
減
額

し
、
30
億
６
２
０
万
円
に
変

更
す
る
も
の
。

　

次
に
、
地
方
特
例
交
付
金

４
０
７
万
８
千
円
の
減
額
及

び
地
方
交
付
税
２
億
８
，
７

６
８
万
８
千
円
の
増
額
は
、

交
付
額
決
定
に
伴
う
も
の

で
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

２
億
２
，
０
９
４
万
８
千
円

の
減
額
は
、
地
方
交
付
税
な

ど
の
交
付
額
決
定
に
伴
い
財

源
組
替
を
行
っ
た
も
の
。

　

ま
た
、
減
債
基
金
繰
入
金

の
増
額
は
、
繰
上
償
還
の
財

源
と
し
て
増
額
す
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。

　

次
に
、
歳
出
関
係
で
主
な

も
の
は
、
施
設
の
電
気
料
金

７
２
７
万
８
千
円
の
増
額

は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
な
ど
に
よ
り
、
原

油
や
液
化
天
然
ガ
ス
等
が
国

内
に
お
い
て
調
達
不
足
と

な
っ
て
お
り
、
電
気
市
場
の

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
予
算
不
足
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
予
算
要
求
を
す

る
も
の
。

　

公
債
費
元
金
14
億
９
，
５

２
４
万
円
は
銀
行
等
資
金
の

繰
上
償
還
を
行
う
た
め
、
増

額
補
正
を
行
う
も
の
。

　
　
　
合
併
債
の
残
高
は
い

く
ら
か
。

　
　
　

令
和
３
年
度
末
で
、

約
22
億
円
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
ミ
ナ
サ
ポ
と
の
電
気

契
約
は
施
設
ご
と
に
契
約
を

す
る
の
か
。
も
し
く
は
市
で

一括
し
て
契
約
を
す
る
の
か
。

　
　
　

市
で
一
括
契
約
で
は

な
く
、
施
設
の
所
管
課
ご
と

に
契
約
を
す
る
。

　
　
　
電
気
契
約
に
つ
い
て

は
、
総
合
的
な
比
較
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

試
算
を
し
て
総
合
的

に
判
断
を
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
現
在
で
も
九
電
と
ミ

ナ
サ
ポ
を
比
較
し
た
場
合
、

九
電
よ
り
ま
だ
有
利
と
い
う

状
況
で
は
あ
る
が
、
今
後
は

比
較
検
討
し
な
が
ら
や
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
地
方
特
例
交
付
金
の

減
額
と
過
疎
債
を
合
併
特
例

債
に
振
り
替
え
る
理
由
は
。

　
　
　

地
方
特
例
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
自
動
車
税
の
減
収
補
填
分

と
軽
自
動
車
税
の
減
収
補
填

分
が
不
交
付
に
な
っ
た
た
め
。

ま
た
、
過
疎
債
に
つ
い
て
は
、

要
望
額
12
億
円
に
対
し
、
一

次
協
議
に
お
い
て
、
９
億
円

余
り
の
提
示
に
よ
り
、
財
源

調
整
を
行
っ
た
も
の
。

　
　
　
過
疎
債
の
要
望
額
と

提
示
額
の
差
額
３
億
円
は
、

協
議
で
増
え
な
い
の
か
。

　
　
　

例
年
、
二
次
協
議
が

あ
る
の
で
可
能
性
は
あ
る
。

　
　
　
過
疎
対
策
事
業
債
は
、

年
間
ど
の
く
ら
い
申
請
を
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　

近
年
は
、
自
転
車
歩

行
者
専
用
道
路
分
が
あ
っ
て

大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
令

和
元
年
度
は
７
億
５
千
万
円

程
度
、
令
和
２
年
度
は
５
億

３
千
万
円
、
令
和
３
年
度
は

10
億
９
千
万
円
、
今
年
度
要

望
額
は
12
億
円
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　

世
界
遺
産
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
維
持
管
理
事
業
28
万

１
千
円
は
、
有
馬
キ
リ
シ
タ

ン
遺
産
記
念
館
の
電
気
料
金

の
増
額
で
あ
る
。

　
　
　
市
は
ミ
ナ
サ
ポ
と
九

電
の
両
方
を
使
用
し
て
い
る

と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、

具
体
的
な
説
明
を
。

　
　
　

今
年
度
に
関
し
て
い

う
と
、
高
圧
の
電
気
代
で
５

６
０
万
円
程
度
、
ミ
ナ
サ
ポ

の
ほ
う
が
安
く
電
気
を
提
供

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
精
査

し
、
計
算
を
し
て
い
る
。

　
　
　
公
共
施
設
の
電
気
使

用
料
に
要
す
る
経
費
３
，
６

７
５
万
３
千
円
の
九
電
分
と

ミ
ナ
サ
ポ
分
の
内
訳
は
い
く

ら
か
。

　
　
　

各
課
で
計
算
し
予
算

計
上
し
て
い
る
の
で
把
握
し

て
い
な
い
。
後
で
調
べ
て
報

告
す
る
。（※

委
員
会
終
了

後
資
料
提
供
あ
り
）

〈
そ
の
他
の
付
託
案
件
〉
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【
議
案
第
40
号
】令
和
４
年

度
南
島
原
市一般
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）

【
請
願
第
２
号
】地
方
財
政

の
充
実・強
化
を
求
め
る

意
見
書
採
択
の
お
願
い

【
議
案
第
37
号
】
南
島
原

市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て


